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【大竹】　野中会長、本日は、ご多忙の中、ありが
とうございます。
【野中】　とんでもないです。
【大竹】　会長通信を拝見いたしまして、会長のめ
ざす方向、現在の取組み、これからの方向性が伝
わってきたのですが、まず、これを始めた思いは
どのようなところにあるのでしょうか。
【野中】　そうですね。私は、東京司法書士会（以
下、「本会」という）の役員を、理事から副会長
まで12年やってきましたので、役員や会長という
ものを身近に感じてきたのですが、会員にしてみ
れば、本会からの文書で名前を見る人とか、会合
の挨拶で見る人という感じなのかなと思ったとき

に、自分の言葉で自分の文章で、直接会員に読ん
でもらう「私信」のようなものを出したほうが、
身近に感じてもらえるし、本会の役員がこのよう
なことを考えて一生懸命やっているのだなという
ことをわかってもらえるかなと思いまして、ある
日、ふと思い付いて、会長通信を出してみること
にしました。
【大竹】　執務の相談を受けることができるという
ことが、とても評判がよいと聞いております。
【野中】　そうですね。これも自分が役員をしてき
ましたから、困ったときは他の役員に気楽に聞け
たわけですが、そうでなかったら誰に聞けるの
か、たとえば、新人研修や同期で仲良しがいれば
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聞けるのでしょうが、それはやはり同期の意見だ
し、そうすると経験を積んだ、あるいは会務のこ
とを知った人がきちんと答える場というのが、実
はないな、と思います。支部長も必ずしも会務に
精通しているとまではいえないでしょうし、会員
がしかるべき立場の人に直接質問できる場を設け
たところ、大変好評を博しています。
【大竹】　ありがとうございます。本会を身近に感
じてほしいという思いは、東京司法書士政治連盟
（以下、「政連」という）も同様です。野中会長が
政連の大会に参加するよう、理事・支部長に声を
かけてくださって、前回大会にはこれまでにな
い、とても多くの方に参加いただけたのは本当に
ありがたいことだと思います。
本日の対談のメインになるのですが、私たち政

連がどのようにしてその役割を伝えていくか、本
会との関係で何を期待してもらえるか、政連の活
動を抽象的でなく具体的に伝えていく、実際の私
たちの動きで伝える、本会と連携した活動を、た
とえば、空き家対策、それに関連して相続登記推
進関連要望である除住民票等の確保や保存期間の
延長、また、長年の懸案だった司法書士法改正な
どに、本会といっしょに取り組んでいきたいな
ど、政連の意義や実際の活動を多くの会員に伝え
たいと思います。やっぱりそのためには本会の会
長が伝えてくださるのは非常に大きいです。
──政連は本会ができない政治活動をするため
に、本会が創ったものであって、本会のためにあ
るものであって、本会と一体なのだということ
を、一人ひとりの会員に知ってもらうこと（野中）
【野中】　大竹会長には釈迦に説法ですが、以前か
ら思っていたのが、会員には、「本会とは別に政
連という組織があって、別なことをやっている別
の団体だ」「本会の会費は強制会だから支払うけ
れど……」という感覚があるのではないかと思い
ますが、その点は、私も政連活動についての文書
に書かせていただきましたが、政連は本会ができ
ない政治活動をするために、本会が創ったもので
あって、本会のためにあるものであって、本会と
一体なのだということを、一人ひとりの会員に知

ってもらうというのがまず第一点で、次になぜ本
会が政連を創ったのかという理由に思いを馳せて
もらい、そうすると本会ができない政治活動をし
てもらうために創ったのであるから、政連は本会
の一部分である、一体であるというところを、本
会の役員も政連の役員も常々発信していかないと
いけないと思います。
【大竹】　ありがとうございます。本会の空き家問
題対策委員会の委員長を務めていて、政連の活躍
の場所を一つ与えていただいたと思っています。
私は、日頃、政連活動として自治体の議会に対し
て空き家対策の予算をつけることや協議会（空家
等対策の推進に関する特別措置法 7条）の設置を
要望して、そこに司法書士を参画させてもらいた
い、相談窓口をつくってもらいたいということを
伝える活動に取り組んでいますが、本会の委員長
を務める中で、政連の必要性をあらためて感じて
いるところです。相続登記未了・所有者不明土地
問題も同様ですが。
【野中】　そうですね。政連の活動を会員に理解し
てもらうという点で話をすると、この空き家問題
や相続登記未了・所有者不明土地問題というのは
非常にわかりやすい、よいタイミングの論点であ
って、政連が国土交通省に司法書士の話をした
ら、「空家等に関する施策を総合的かつ計画的に
実施するための基本的な指針」（以下、「基本方
針」という）に「司法書士」という文言が入るよ
うになったという成果も出ました。
【大竹】　ありがとうございます。この経緯として
は、野中会長が政連の副会長をされていた頃に相
談をさせていただいたと記憶しています。当時は
本会も日本司法書士会連合会（以下、「連合会」
という）もまだこの問題に取り組んでいなかった
ところ、私が、「青い空」60号（平成26年 7月発
刊）に書いた「空き家問題対策と司法書士の社会
貢献」という巻頭言が、町田市の小倉將信衆議院
議員の目にとまったというか、そこに働きかけた
のですが、同年11月に国土交通省住宅局住宅政策
課との意見交換の機会を得まして、その後、平成
27年 2月に基本方針が出ましたので、タイミング
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として間に合ったというところですね。この意見
交換の機会を活かせたことで、自治体の協議会へ
の参画につながっています。
また、政連は本会と共に50余りの自治体を訪問

して司法書士の職能を説明していますが、職員の
多くは司法書士に何を依頼できるかご存じでない
方も多いので、司法書士の広報としてもよい機会
です。
【野中】　そうですよね。この空き家問題や相続登
記未了・所有者不明土地問題に対しては、政連の
活動がビビッドに表に顕れたので、会員、支部
長、本会の役員が、「政連が活動すると具体的に
結果が目に見えて出るのだ」と再認識している時
期です。政連の活動を知ってもらうには非常によ
いタイミングであるし、これらの問題に具体的な
解決策を提案していくという観点からも非常に効
果が出ていると思います。
【大竹】　本会といっしょにというか、本会の中で
取り組んでいるので、支部長と連携ができたり、
本会の役員といっしょに仕事ができたということ

が大きな成果、シナジー効果になったのではない
かと思います。
【野中】　大竹会長が空き家問題対策委員会の委員
長を務めていることも大きいなと思います。
──この間ずっと、除住民票等の確保等の件を議
員にお願いをしていて、そこでひょこっと、法定
相続情報証明制度で職務上請求書が使えないのは
どのような理由なのでしょうかと（大竹）
──普段から首長や議員と付き合いがないと、そ
のようなことは起こり得ないだろうな、と（野
中）
──都議会議員選挙の際に、支部長がすごく協力
してくださった（大竹）
【大竹】　相続登記推進は国家プロジェクトとして
「骨太の方針」に入っていますので、法務省とし
てもやらねばならない。50年以上登記されていな
い土地についての所有者調査を司法書士に依頼す
ることを検討しているという情報を議員からいた
だいたとき、法定相続情報証明について職務上請
求書が使えないという情報を入手したばかりの頃
でしたから、その所有者調査には職務上請求書が
使えるのか、と議員に質問しました。新制度の件
も本会が率先して動いていたし、担い手の司法書
士が使いやすくすべきと思いました。
それは選挙のときに交流した成果かなと思いま
す。除住民票等の重要性に関しては竹谷とし子議
員に勉強会で懇々とお伝えするなど、この間ずっ
と、除住民票等の確保等の件を議員にお願いをし
ていて、そこでひょこっと、法定相続情報証明制
度で職務上請求書が使えないのはどのような理由
なのでしょうかと。
【野中】　政連が、普段、首長や議員と付き合って
いる中で、ひょんなことから質問が出たり、要望
が出たりして、物事が一気にぐっと動いていく、
というところが、やはり政連の大事な役割という
か、ポイントであって、普段から首長や議員と付
き合いがないと、そのようなことは起こり得ない
だろうな、ということが、今回またはっきりした
と思います。
【大竹】　空き家の所有者調査において、職務上請
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求書が使えると口頭では説明されているが、紙ベ
ースで法務省からはっきり出てないということで
自治体では止まっていたところが、一気に動いた
というところでしょうか。
【野中】　そうですね。
【大竹】　これは、本年 7月の都議会議員選挙の際
に、支部長がすごく協力してくださった成果で
す。政連役員が支部に働きかけて、一軒一軒事務
所をまわっていくための段取りを整えて、支部長
も同行していただきました。
【野中】　本会会員が政連のことを知るきっかけと
して、先の都議会議員選挙があり、そのときに多
くの支部長から理解や協力を得られたことが、ひ
いては支部長や支部会員に政連の活動が伝わるき
っかけとなったのかなと思います。
【大竹】　そうですね。それもまさに、野中会長が
「支部長会メールにそういったものを出されたら
どうですか」と水を向けてくださったおかげで
す。どうしても政連には全支部に役員がいるわけ
ではないので、その働きかけをしていただいて本
当にありがとうございました。
【野中】　やはり、国民、立法、行政をつなぐのが
議員であって、都議会議員については都議会議員
選挙のときに、国会議員については国政選挙のと
きに政連が活躍することが、議員にとっても会員
にとっても、政連を理解してもらうよいきっかけ
になるとあらためて思います。
【大竹】　ありがとうございます。選挙というと、
ちょっとこうみんな引くかもしれないですが、選
挙のときというのは、たとえば、都議会議員選挙
であれば、国会議員や区議会議員も応援に来ます
ので、いろいろな人と接触がしやすい場、各層の
議員と接触がしやすい機会であると思います。
また、国政選挙においては、今までは地域から

要望がある候補を推薦していたのですが、今後は
地区推薦だけではなく、情報交換していきたいこ
とに関心ある議員など、野中会長がおっしゃった
とおり、なるべく多くのこれぞという議員を推薦
していこうと思います。たとえば、情報関係のス
ペシャリストの議員で、ブロックチェーンや戦略

特区など規制改革の問題に取り組んでいる議員
に、法務局や登記簿の将来についての不安を申し
上げましたら、「いや、守りに入らないでほしい」
とおっしゃるので、「今後どういった方向に動い
ていくのか、情報を教えていただければ、司法書
士がどんな形で活動していくことができるか、そ
ういった情報の収集をさせていただきたい」と申
し上げました。このような今後の登記の中長期的
なあり方に関しては、連合会も日本司法書士政治
連盟もまだ情報収集の段階で、情報分析まではい
ってないと思うのですが、そのようなことに詳し
い議員にも推薦状を出したいと思っています。
【野中】　国会議員というのは、特別な情報を先に
仕入れることが多いですから、議員から情報をも
らうというのは、政連の大きな役割の一つと思い
ます。推薦については、これまでは各支部や各地
区から推薦してほしいという要望のある候補を政
連が推薦していたのが、今後は司法書士制度につ
いてあるいは将来について見込みのある候補を政
連から推薦するような方向でもっていく、という
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ことを考えているということですね。地元から、
支部から、地区から要望のある候補はもちろん大
切ですが、それだけではなくて政連のほうからア
プローチすることも、新たな試みとしてよろしい
かなと思いますね。
【大竹】　大切かどうかは、国会議員もステップア
ップ、バージョンアップする議員と、あまりしな
くて…… 3 年前はこんなことを言ってなかった
が、今はこのようなことに取り組んでいるのだと
いう議員もいらっしゃいますので、その点はウォ
ッチングして、アプローチをしていきたいという
ことですね。
【野中】　なるほど。選挙の結果によって、国会や
都議会は政党や会派の力関係が変わったりするわ
けですが、どのような場合にも政連としては対応
できるように気配りをしていることは大変心強く
思います。いわゆる政党や会派に偏らない政治活
動を行っているということも会員に知ってもらい
たいな、と本会の会長としては思う次第です。
【大竹】　ありがとうございます。やはり関心の高
いところでは、土地制度に関して、水面下でいろ
いろな動きがあるように聞いています。
【野中】　どうやら、相続登記促進については、こ
れはやはり立法措置になるのではないでしょう
か。その立法の内容がどのようになるのかはまだ
わかりませんが、現状のままではより一層未登記
が進んでいくでしょう。立法措置ということにな
ると、やはりまた政連の出番ということで、司法
書士や国民の意見を政治家に、立法者に伝えてい
くという役目も出てくると思っております。
そういえば、法務省が連合会と日本弁護士連合

会に対して、財産管理人の確保について協力を要
請する文書を出しました。いわゆる規則31条業務
がある司法書士と弁護士だけに、将来の財産管理
人の確保について法務省が協力を求めてきたとい
うことは初めてなので非常に重大なことと思いま
す。これは法務省の期待を感じさせるものです
し、この機会を有効に活用して、国民や司法書士
のためになるようにしなければならないですね。
【大竹】　現在、三多摩支会では、不在者財産管理
人と相続財産管理人の研修を受けた人のリストを
つくるという動きがあるようですよね。
【野中】　本会も、まずは年次制研修・単位制研修
の受講の有無を公開することから始めて、その先
には財産管理人の研修を受けていますよ、という
ことを一般に公開する方向にならざるを得ないの
かなと考えていて、準備をしております。次の総
会で、年次制研修・単位制研修の受講の有無を公
開する規則改正を上程するものと思います。
──司法書士は、法律で決まっているからそれを
確実に履行していくという感覚が強いと思います
が、その法律をつくっている、変えているのは議
員であり、可能も不可能も、我々の業務範囲も、
すべて法律で決まってしまうのだということは理
解してもらいたいと常々思っています（野中）
──できれば前支部長や副支部長にもぜひ政連の
総務に入っていただいて、全支部に政連の役員が
いるということになるように、これから働きかけ
ていきたいと思っています（大竹）
【大竹】　政連が実務に直結したことに取り組んで
いると伝えることも大事なのかなと思います。司
法書士法改正も重要ですが、政連の活動の成果と
して、実務に関連してくるというのも必要なのか
なと思います。実務感覚といいましょうか。
【野中】　政連の活動によって、法定相続情報証明
のみのために職務上請求ができるようになりまし
たし、公共事業や空き家の問題の相続人調査でも
職務上請求が使えるようになったわけで、これは
政連の活動が司法書士業務に物の見事に影響を与
えた例の一つですね。
【大竹】　わかりやすいかもしれないですね。
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【野中】　司法書士は、法律で決まっているからそ
れを確実に履行していくという感覚が強いと思い
ますが、その法律をつくっている、変えているの
は議員であり、可能も不可能も、我々の業務範囲
も、すべて法律で決まってしまうのだということ
は理解してもらいたいと常々思っています。
【大竹】　ありがとうございます。それから、選挙
の機会をとらえて議員と交流するときには、ある
程度人数がいてほしいというのもあり、支部の協
力が不可欠でもありますし、支部にもどんどん政
連の必要性を伝えていく必要があるのですが。
【野中】　そうですね。やはり議員としては、一人
しか来ない団体よりも二人来る団体、二人来る団
体よりも四人来る団体に目が向くし、関心も高い
でしょうし、その団体の発言に、より気を遣うの
は当然のことだと思うので、人を出すということ
は絶対に必要なことだと思っています。
【大竹】　ですから、できれば前支部長や副支部長
にもぜひ政連の総務に入っていただいて、全支部
に政連の役員がいるということになるように、こ
れから働きかけていきたいと思っています。
【野中】　そうですね。支部長会とは別に、支部長
や副支部長に集まってもらって、政連の活動につ
いて理解してもらう場というのは今まで設けてい
なかったですね。
【大竹】　そうですね。これまでは支部長会にて、
傍聴者の立場で、選挙の協力の話をさせていただ
くだけでも少し気が引けました。
【野中】　支部長会はやはり支部長が主役ですの
で、そこでは政連は挨拶や報告をするということ
になりますが、政連の活動を理解してもらうため
の場をつくって、まずは支部長・副支部長に理解
してもらうことが、一人ひとりの会員に理解して
もらうことにつながるかもしれませんね。
【大竹】　支部長を経験すると、支部や会務の流れ
がわかってきますから、前支部長にも協力しても
らいたいと思います。
【野中】　そうですね。現支部長・副支部長のみな
らず、支部長経験者に集まってもらって、そのよ
うな説明会をすることも大切かもしれません。

──政連には活動してもらわないといけないので
すが、その基になるのはやはり政連会費であるわ
けで、毎月1000円ですので、毎月昼食代 1回分を
制度のための保険料だと思って、会員から理解や
協力を得られればと思います（野中）
──政治活動をしていると、街頭演説などひょん
なところで、地元の議員だけではなく法務大臣な
どと活動することもできて、司法書士がこれだけ
いっしょに取り組んでくれているのだと感じてい
ただけると、いろいろな意味で広がっていくと思
います（大竹）
【大竹】　やっぱり、広報などにおいて、会費の納
入につながるような明確でわかりやすい成果とい
うものを伝えるにはどのようにしたらよいかとい
うこともあります。
【野中】　普段から、「青い空」や関連団体長とし
ての文書をスーパーネットにあげていく、という
のも方法かもしれませんし、支部長の会合や関連
団体の会合の機会を使っていくというのも方法で
す。本会と政連の間もそうですが、支部と政連の
間の距離を詰めるということが、議員推薦の面で
もそうですし、政連活動を支部役員に知ってもら
うという面でも非常に有効と感じます。
【大竹】　今、空き家対策でも本会と共に取り組ん
でいますので、いっしょに仕事をすると仲良くな
るのかもしれないですね。
【野中】　やはり支部が、行政や議会やいろいろな
ところに働きかけをする場に、政連が共にいると
いうこと、いっしょに活動するということが、理
解が進む一番のきっかけと思いますね。
先日、支部長会で、各種選挙において候補者と
接触がある場合には必ず政連に知らせてください
と伝えました。政治活動の窓口は政連なのだとい
うのが一点と、政連が何をしているか、つまり、
候補者に推薦状を出して支援活動をしていて、候
補者はそれをありがたく感じるのだということを
話しました。このことを知らない会員はたくさん
いると思うのです。候補者は、政連の推薦状を事
務所に貼って選挙活動に臨んでいるということを
伝えました。
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【大竹】　支部長からも、推薦依頼について、ぜひ
政連に相談してもらいたいです。
【野中】　自身の支部の近隣あるいは区内だけしか
動けないということでもよいですから、総務にな
ってもらいたいですね。自身の区の国会議員、都
議会議員、区議会議員について動いてもらえれば
よいですから、全地区・全支部から総務を出して
もらいたい。政連は予算も人手も余裕がないの
で、ぜひ総務に立候補してもらいたいなと、会長
としても思っている次第です。
【大竹】　ありがとうございます。総務としてその
地区にいて、その選挙区に選挙権のある人が来て
くれると議員としては非常にうれしいのです。
【野中】　政連には活動してもらわないといけない
のですが、その基になるのはやはり政連会費であ

るわけで、毎月1000円ですので、毎月昼食代 1回
分を制度のための保険料だと思って、会員から理
解や協力を得られればと思います。
【大竹】　政治活動をしていると、街頭演説などひ
ょんなところで、地元の議員だけではなく法務大
臣などと活動することもできて、司法書士がこれ
だけいっしょに取り組んでくれているのだと感じ
ていただけると、いろいろな意味で広がっていく
と思います。
【野中】　私も自宅が東京 1区ですから、東京 1区
の議員には、有権者としても頻繁に連絡をとるよ
うに心がけています。
【大竹】　本日はありがとうございました。
【野中】　ありがとうございました。

（平成29年10月 4日収録）

平成30年度予算要望

東京司法書士政治連盟（以下、「当政治連盟」という）は平成29年11月10日㈮、自由民主党本部に
おいて、自由民主党東京支部連合会（以下、「自民党都連」という）への平成30年度予算要望を行っ
た。当日は、当政治連盟のほか、東京司法書士会（以下、「東京会」という）から小林愼副会長、公
益社団法人東京公共嘱託登記司法書士協会から大槻益弘理事長、公益社団法人成年後見センター・リ
ーガルサポート東京支部から芳賀敏春支部長、東京青年司法書士協議会から中村圭吾副会長が参加し
た。なお、当政治連盟からは、大竹由美子会長、鎌田克一幹事長、近藤徹副幹事長、金子浩之副幹事
長が参加した。
今年度の予算要望の概要は次の 6項目である。
【要望 1】　除住民票等の廃棄中止及び保存期間伸長（空き家・所有者不明土地対策）
【要望 2】　空き家対策・所有者不明土地対策における司法書士の活用
【要望 3】　成年後見制度における権利擁護体制にかかわる財源の確保
【要望 4】　成年後見制度に基づき地方自治体が設ける諸組織における専門職の活用
【要望 5】　LGBTへの理解
【要望 6】　生活保護制度における資力回復後の返還額決定の運用柔軟化
はじめに、自民党都連を代表して井上信治政調会長、続いて東京会以下、関連団体を代表して大竹

当政治連盟会長の挨拶の後、要望事項説明を各団体から行った。短い時間ではあったが、特に除住民
票等については、出席されていた小倉將信総務大臣政務官と活発な意見交換ができるなど、要望を十
二分に伝えることができた。なお、今年度の予算要望は、都議会各会派、各区・市議会会派に対して
も同様の要望を行っており、詳細については、当政治連盟ホームページを参考にされたい。

平成30年度予算要望
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平成29年 8月25日㈮、新宿区の日司連ホールに
おいて、東京司法書士政治連盟（以下、「当政治
連盟」という）の第48回定時大会が開催された。

■開　会

午後 4時55分、来賓が入場し司会者である小山
倫子副幹事長が挨拶をし、物故会員に対する黙祷
の後、立川健豊副会長より、開会の辞が述べられ
た。続いて大竹由美子会長より、各来賓の大会参
加への御礼、そしてこの 1年を振り返っての当政
治連盟の活動の成果が述べられ、大会は進行し
た。

■来賓挨拶

本定時大会に出席された多数の来賓、国会議
員、都議会議員より祝辞を頂戴した（平成29年 8
月25日現在）。

国会議員挨拶（挨拶された順）
公明党　　衆議院議員 高木美智代様
公明党　　参議院議員 山口那津男様
自民党　　衆議院議員 小倉　將信様
自民党　　衆議院議員 松本　文明様
公明党　　参議院議員 竹谷とし子様

民進党　　衆議院議員 菅　　直人様
民進党　　参議院議員 小川　敏夫様
共産党　　参議院議員 小池　　晃様
民進党　　衆議院議員 松原　　仁様

東京都知事挨拶
東京都知事 小池百合子様

都議会議員挨拶（挨拶された順）
都民ファーストの会代表 荒木ちはる様
都議会公明党団長 中嶋　義雄様
都議会民進党幹事長 中村ひろし様

司法書士会来賓挨拶（挨拶された順）
東京司法書士会会長 野中　政志様
日本司法書士政治連盟会長 芝　　将宏様
関東ブロック司法書士政治連盟会長
 大野　　豊様

その後、司会者から出席された国会議員秘書、
関連士業政治団体、東京司法書士会関連団体およ
びその代表者、各単位政治連盟の出席者の方々の
紹介に続き、当政治連盟名誉会長、相談役、参与
の紹介があった。引き続き、司会者より今川嘉典

東京司法書士政治連盟副会長　髙　田　恭　秀　

大 会 報 告

第48回定時大会
──協働・開拓・発展──

平成29年 8 月25日　於・日司連ホール
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野中　政志
　東京司法書士会会長

芝　　将宏
　 日本司法書士政治連盟
会長

竹谷とし子
　参議院議員

小倉　將信
　衆議院議員

小池　　晃
　参議院議員

山口那津男
　参議院議員

小川　敏夫
　参議院議員

松本　文明
　衆議院議員

松原　　仁
　衆議院議員

高木美智代
　衆議院議員

菅　　直人
　衆議院議員

大野　　豊
　 関東ブロック司法書士
政治連盟会長

小池百合子
　東京都知事

ご来賓の方々

（以下、挨拶された順）
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日本司法書士会連合会会長のメッセージが読み上
げられ、その後、祝辞を朗読、来賓の退場により
セレモニーは滞りなく終了した。

■平成28年度経過報告

羽生明彦幹事長より、空き家問題・所有者不明
土地問題への取組み、都議会および都連に対する
政策予算要望等、平成28年度の活動成果と会費納
入率の向上、顧問および議連所属議員とのかかわ
りについて報告がなされた。

■議長選出

引き続き、司会者より、議案審議につき議長選
出方法を議場に諮ったところ、議場より「司会者
一任」の声があり、司会者において八王子支部の
飯田春雄会員を指名し、議場に了承を求めたとこ
ろ、拍手をもって承認された。
議長は就任挨拶に引き続き、副議長を選任した

い旨を述べ、練馬支部の相馬恵会員を副議長に選

任した。会期・会議時間を本日 1日限り、会議時
間午後 8時までと決定した後、議事録署名人とし
て、千代田支部の小林愼会員、多摩支部の相田浩
和会員が指名され承認された後、議事の審議に入
った。
副議長より、本総会の出席者は83名との報告が
なされ、議長は当政治連盟規約に定足数の定めが
ないので、本総会は適法に成立した旨を宣言し
た。
◆第１号議案◆ 平成28年度決算及び監査報告承認

の件
鎌田克一副会長より、平成28年度決算報告書・
財産目録（平成28年 5 月 1 日～平成29年 4 月30
日）に関し報告があった。
収入の部においては、会費収入が昨年より56万
円増の1140万円となりわずかではあるが、納入率
が増加したとの報告がなされた。支出について
は、引き続き日本司法書士政治連盟（以下、「日
司政連」という）への寄付金が滞っている厳しい

荒木ちはる
　都議会議員

中村ひろし
　都議会議員

中嶋　義雄
　都議会議員
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状況になっている等の説明がなされた。
この後、尾畑浩監事、亀田二郎監事より会計監

査を実施し、帳簿、領収書等を調査した結果、い
ずれも正確かつ適正に処理されていた旨報告がな
された。
ここで、議長は議案の質疑応答に入った。

〔質問〕 山北会員（中央支部）
決算書では収入が1300万円程度で、支出が2000
万円。700万円はどうしたんですか。
〔回答〕 鎌田副会長
これは、日司政連への寄付金が滞納しているこ

とが原因です。本来、日司政連へ支払わなければ
ならない金額は1176万円ですが、実際支払ったの
は400万円くらいです。非常にわかりづらくなっ
てはいますが、決算上こう記載せざるを得ないこ
とをご容赦ください。

ここで、議長は第 1号議案につき採決を議場に
諮ったところ、賛成多数で承認可決された。
◆第２号議案◆ 平成29年度運動方針、組織・事業

活動方針決定の件
◆第３号議案◆ 平成29年度予算承認の件
議長より、第 2号議案および第 3号議案につい
ては一括審議したい旨の説明があり、議場に諮っ
たところ異議なく了承された。
秋元貴行副幹事長より平成29年度運動方針案、

羽生幹事長より組織・事業活動方針案並びに鎌田
副会長より平成29年度の予算（平成29年 5月 1日
～平成30年 4月30日）につき詳細な説明がなされ
第 2号議案および第 3号議案が上程された。

ここで議長は、議案の質疑応答に入った。
〔質問〕 小山会員（板橋支部）
会費収入が1000万円で、日司政連への寄付金が
1200万円、先ほどの山北会員への答弁の中で実際
に支払ったのは400万円だと。このようなことを
いつまで続けるのですか。何らかの答えを出さな
いと日司政連に対して失礼ではないのか。現在、
日司政連への評価が上がっています。日本司法書
士会連合会の文書の中にも司法書士制度推進議員
連盟の開催についての記載もあり、その活動を支
えてがんばっているのは日司政連です。当政治連
盟も資金的に厳しいのはわかるが、日司政連も財
政的にいろいろな部分を削減している状況だと思
われます。この状況について何も議論がされない
のであれば、執行部としてどう考えているのかを
示すべきであると思います。
〔回答〕 鎌田副会長
確かに日司政連への滞納が続いている状況です
が、当政治連盟でも日当が3000円で、ぎりぎり切
り詰めて運営しております。行政書士の政治連盟
は納入率が70～80％であり、当政治連盟の納入率
25％に比べ格段の違いがあります。現在、各関連
団体への協力を仰ぎ、会員の理解を得ながら納入
率のアップを図る所存です。
〔回答〕 羽生幹事長
確かに資金的にいえば、日司政連への援助はで
きていないが、日司政連の大会、賀詞交歓会など
では、当政治連盟から役員の人的派遣を行ってお
り、このような点もご考慮いただきたい。
〔要望〕 山北会員（中央支部）
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決意がない。昔、総務といっしょに集金活動を
行った。ぜひ集金活動をやろう。ここでやらない
と、いつまで経っても会費は集まらない。
〔要望〕 安井会員（目黒支部）
日司政連幹事長の安井です。他士業をみてみる

と、その本会といっしょに政連会費を集めている
ところが多い。司法書士会でも、ある単位会では
本会といっしょに政連会費を集めているところが
ある。ただ、その前提としては入会の誓約書を取
っておく必要があるだろう。野中政志東京司法書
士会会長が支部長と会員向けの文書を出している
ので、これを活かして支部長と政治連盟の役員が
いっしょになって会員事務所を回ればそれなりの
成果は上がるのではないか。
〔回答〕 大竹会長
叱咤激励ありがとうございます。私も会長にな

って政治連盟の本当の重要性を強く認識いたしま
した。行政の窓口に対してのみでは足りないとこ
ろを議員を通じて要望を実現していくという意味
において政治連盟は重要であると。この 2年間は
政治連盟の必要性を会員にわかりやすく説明して
きたつもりです。都議会議員選挙において支部長
と共に各支部を回り、そのときに法定相続情報証
明に関して司法書士が職務上請求を使えないこと
はおかしいという現場の声を聴き、国会議員にそ
の旨を伝えたことが、職務上請求が使用できるこ
とになった一つの要因であったと思っています。
その意味でも、今後、支部長と共に政治活動をし
ていきたいと考えております。
〔意見〕 福島会員（町田支部）

政連会費の納入に関してですが、私が支部長を
していたときには会費といっしょに徴収しており
ました。誓約書まで取っていたわけではありませ
んが、ほぼ全員からいっしょに徴収しておりまし
た。町田支部では、できるだけ政治連盟の活動を
会員に伝える努力をしています。

ここで、議長は第 2号議案および第 3号議案に
つき採決を議場に諮ったところ、満場一致により
議案は承認された。

●平成29年度運動方針●

1　司法書士業務全般に関する法律相談権の
確立
2　司法書士自治に基づく懲戒制度の確立
3　使命規定の新設
4　周旋禁止規定の新設
5　成年後見制度の充実
6　空家問題・所有者不明土地対策への取組
み
7　相続登記推進関連要望（除住民票等の確
保、保存期間延長）
8　登記制度の信頼確保とオンライン登記の
普及・促進
9　簡裁代理権の充実
10　家事事件についての司法書士の活用
11　法務局の登記相談の根本的見直し
12　東日本大震災・福島原発事故への対応
13　首都直下型地震に対する防災対策
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14　東京公嘱協会への協力・支援
15　リーガルサポート東京支部への協力・支
援

16　法教育の推進
17　自殺対策への対応
18　東京地裁民事20部問題への対応
19　経済連携への対応
20　会社法等企業関連法への対応
21　登録免許税制から登記手数料制への移行
の実現

●平成29年度組織・事業活動方針●

1　顧問議員、友好議員、司法書士制度推進
議員連盟の有力議員等との連携、交流と情
報収集の強化
2　司法書士他団体との協力関係の強化
3　広報・情報収集活動の強化
4　法規の検討および立案
5　財政基盤の強化
6　支部活動・地区活動および総務の強化

◆第４号議案◆役員選任の件
羽生幹事長より、役員選任の経緯が説明され

た。
選挙管理委員長の新宿支部の石川幸太会員より

選挙管理委員の紹介および選挙事務の報告があっ
た。続いて幹事長および人数に満たない 1名の役
員については大竹会長より指名があり、以下の役

員の選任が確定した。

●東京司法書士政治連盟新役員●

会　　長　　大竹由美子（新宿支部）
副 会 長　　小林　　愼（千代田支部）
〃 　　髙木　　宏（新宿支部）
〃 　　平栁　陽一（調布支部）
〃 　　菅澤　　明（大田支部）
〃 　　髙田　恭秀（港支部）
〃 　　山本　健詞（中央支部）
〃 　　德本　和宣（墨田・江東支部）
〃 　　長田　　茂（杉並支部）
〃 　　市川　英明（町田支部）
〃 　　秋元　貴行（北・荒川支部）

幹 事 長　　鎌田　克一（中野支部）
副幹事長　　粕谷　　浩（八王子支部）
〃 　　金子　浩之（北・荒川支部）
〃 　　小山　倫子（千代田支部）
〃 　　今村秀一郎（大田支部）
〃 　　渡邊　利明（江戸川支部）
〃 　　奥村　達也（新宿支部）
〃 　　辻　真美子（新宿支部）
〃 　　旦保みどり（新宿支部）
〃 　　近藤　　徹（北・荒川支部）
〃 　　中村　圭吾（港支部）

監　　事　　尾畑　　浩（町田支部）
〃 　　亀田　二郎（西多摩支部）

◆第５号議案◆ 総務選任の件
羽生幹事長より、総務、名誉会長の選任に関す
る執行部提案の説明がなされ、議長より議場に諮
ったところ賛成多数で執行部案が可決された。
◆第６号議案◆ 大会宣言採択の件
旦保みどり副幹事長より、大会宣言案が読み上
げられた。
ここで議長は、第 6号議案につき採決を議場に
諮ったところ満場一致をもって採択された。
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●大会宣言●

2017年、自国第一主義を掲げる米国トラン
プ大統領の出現、英国のEU離脱、欧米での
移民受入れ反対運動など、世界では保護主義
の台頭が大きなうねりとなり、政治経済環境
に大きな変化が生じている。我が国において
は、ここ東京では、昨年誕生した初の女性知
事の下、2020年のオリンピック・パラリンピ
ック開催を控え、真の国際都市への歩みが進
められている。
このような社会情勢の中、我々司法書士も

大きな分岐点に立たされているのではないだ
ろうか。「司法書士は国家資格であり、司法
書士制度に守られている」と考えがちである
が、はたしてそのとおりであろうか。
内閣府に設置された規制改革推進会議の

「投資等ワーキング・グループ」においては、
不動産登記制度改革が論点として浮上してお
り、司法書士の手の届かないところで、登記
制度ひいては司法書士制度に直接大きな影響
を及ぼすことになるであろう論点が、論議さ
れていくおそれがある。
周りの状況の変化に対して、常に注意深

く、検討・対応をしていかなければ、意図せ
ぬ方向に司法書士制度ごと流され、司法書士
が消滅してしまうかもしれない現実を知るべ
きであろう。
近年、我々司法書士は、「空き家、所有者

不明土地問題」「裁判業務」「財産管理」「成
年後見」等、登記業務のみならず、国民の多
様なニーズに応えてきた。しかし、それらに
真に貢献できる職能集団であると国民から評
価され続けるためには、この状況を静観して
いてはならないのである。
東京司法書士政治連盟は、今こそ、司法書

士制度推進の原点に立ち返り、国民から必要
とされる法律専門職であり続けるため、適正
な政治活動を通し、国政および地方政治に参

画し、司法書士制度の維持・発展に一丸とな
って邁進することを決意し、ここに宣言す
る。
平成29年 8月25日
東京司法書士政治連盟　第48回定時大会

議長より、議事進行への協力に謝辞が述べら
れ、全議事日程の終了が告げられた。議長、副議
長降壇の後、菅澤明副会長が閉会の辞を述べ、ま
た樋口庫造名誉会長の挨拶の後、最後に安井利国
名誉会長の万歳三唱により、第48回東京司法書士
政治連盟定時大会が終了した。

■あなたの声を政連に■
会報「青い空」では、より自由な、より親
しまれる会報をめざし、あなたの声を求めて
おります。
このような運動を展開してほしいなど、政
治連盟に対する要望のほか、会員に対する呼
びかけ、疑問、執行部に対するご批判等、建
設的なご意見でしたら大歓迎ですので、ご遠
慮なくお寄せください。
なお、誌面の都合上、1500字以内にてお願

いいたします。
ご送付先は、東京司法書士会内政連事務局
まで。
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副会長　小　林　　　愼

このたび、 4年ぶりに副会長に復帰させていた
だきました。政治連盟は、初めて総務に就任して
以来、司法制度改革における簡裁代理権等の獲得
の一方、規制緩和の時代の流れの中での資格者制
度の見直し、そして、登記の地方自治体への移管
などのさまざまな嵐の中で、司法書士を支えてい
ただいている議員の皆様との強力な信頼関係を築
きながら、精一杯活動させていただきました。
今後 2年間、当面の最大の課題である司法書士
法の改正を初めとし、国民に愛される司法制度の
ために力一杯汗を流すつもりですので、みなさま
のご理解ご協力のほど、よろしくお願い申し上げ
ます。

副会長　平　栁　陽　一

今回、東京司法書士政治連盟の副会長をさせて
いただくことになりました。どうぞよろしくお願
いします。

私が所属している調布支部では、支部総会など
で樋口庫造先生が司法書士や司法書士政治連盟の
歴史や活動について貴重なお話をしてくださる機
会も多く、勉強させていただいております。ま
た、私が調布支部長の頃には、どのように市など
にアプローチするのかわからないところ、政治連
盟の先生方に協力というより主導していただき、
予算要望などをさせていただきました。
このように今までお世話になっている政治連盟
の諸先輩方を見習いながら、今後の司法書士制度
の発展に寄与できるよう、若輩者ですが、がんば
りたいと思います。

副会長　秋　元　貴　行

複雑な社会情勢の中で、司法書士という存在
が、今後も必要とされ、存続・期待される職業で
あり続けるために、さまざまな社会貢献とその広
報活動によって、広く国民の理解を深めることが
先決ととらえます。
東京司法書士政治連盟は、個々の会員の代わり
に、立法府にかかわる国会議員や区市町村議員に
法改正や法制度の不備、地域の問題を指摘し、あ
るいは行政や行政の長に対して、臨時的に必要な
措置や裁量を検討していただく機会の場に出席す
るなど活動しております。今期はさらなる飛躍・
発展をめざし邁進する所存です。

新役員紹介
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副会長　市　川　英　明

副幹事長を 2期 4年務めまして、このたび、副
会長に就任いたしました町田支部の市川英明で
す。
政治連盟に携わる者として、司法書士制度の維

持発展のために邁進するとともに、我々司法書士
が安心して仕事ができる環境を整えることを目標
に活動してまいります。そのためには、司法書士
制度に理解のある顧問や友好議員の方々と常に密
接にかかわり合い、今まで以上の信頼関係を構築
していくことに全力を尽くすとともに、会員の皆
様の政治連盟へのご理解ご協力をいただけるよ
う、その活動をわかりやすくお伝えする努力をし
なければならないと考えております。

副幹事長　近　藤　　　徹

政治、といいますと、「できれば少し距離をお
きたいもの」というのが、司法書士の、あるい
は、多くの日本人の偽らざる気持かと思います。
できれば、苦労することなく自分にとって都合の
いい世の中になってほしいというのが本音です。
ですが、自分以外の周りの人がそのようなことを
言っていれば、「それは難しいでしょ」とかなり
の確信をもって言えると思います。残念ながら、

民主主義というのは、主権者にそれなりの負担を
かけるしくみのようです。それに関与していった
ものの声がより反映されやすい社会のようです。
であるならば、ということで、東京司法書士政治
連盟として社会に、政治に関与してみようと思っ
ています。よろしくお願いします。

副幹事長　中　村　圭　吾

このたび、副幹事長になりました港支部の中村
圭吾です。これまで東京青年司法書士協議会で 4
年にわたり、活動してまいりました。本年 5月の
法定相続情報証明制度の導入にあたっては、職務
上請求書（ 1 号様式）が当然使えるべきだと考
え、個人的にも取り組んでおりましたが、日本司
法書士政治連盟、東京司法書士政治連盟の力で状
況が一変し、実現へと向かったことを目の当たり
にし、あらためて政治連盟の大事さを実感した次
第です。資格者代理人方式の導入をはじめ、司法
書士を取り巻く状況は今後ますます変容していく
ことと思います。その中で、制度の担い手である
私たちの声を反映した、よりよい制度にするため
には、政治連盟の力がとても重要です。いっしょ
に盛り上げていきましょう。
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平成29年 8月25日㈮に開催された東京司法書士
政治連盟（以下、「当政治連盟」といいます）の
第48回定時大会で、幹事長に就任いたしました。
事前の打診があり、正直なところ、私に幹事長

が務まるのか思い悩みましたが、重い決断をして
受けることとなりました。どうぞ、よろしくお願
いいたします。
少し自己紹介をすると、平成 2年に千代田支部
で司法書士登録をし、先輩のもとで居候をして、
平成 5 年に中野で独立開業いたしました。当時
は、政治連盟というのは好きではなく、会費も納
めていませんでした。その後、支部の役員とな
り、支部長もやりました。
この間に司法書士界では、大きな変動が起こり

ました。具体的には、簡裁代理権の司法書士への
開放であり、これに端を発した行政書士の商業登
記開放の問題でした。冷静にこの事態をみたとき
に、政治連盟の働きがなければ、簡裁代理権の獲
得も、行政書士の商業登記参入阻止もできなかっ
たことを実感しました。これが、私の政治連盟に
足を踏み入れるきっかけでした。いま、司法書士
界は、空き家・土地所有者不明問題、成年後見制
度の利用の促進に関する法律（以下、「成年後見
制度利用促進法」といいます）、司法書士法改正
問題など、課題はたくさんあります。
この問題も政治連盟なくしては進まないものと

思っています。現在でも、過去の私のように政治
連盟は好きでないからとか、政治連盟の努力不足
からか政治連盟の役割を理解できないなどの理由
で、会費の納入をいただけない方が多数いること
は事実ですが、これを克服しながら、微力です
が、幹事長として、東京司法書士会（以下、「東
京会」といいます）と協力して、会員の皆様のた
めに奮闘していきたいと思います。
さて、今回は、 8月25日㈮から10月31日㈫まで

の幹事長としての活動を報告します。

○平成29年８月25日㈮
当政治連盟の第48回定時大会では、多くの国会
議員や、小池百合子東京都知事のご出席とご挨拶
をいただき、無事終了したことに安堵した。今日
から、幹事長としての仕事が始まることでその任
務の重さを実感した。
○８月31日㈭
自民党中野区議団への予算要望に支部長ほか支
部役員と参加した。空き家問題、除住民票当の保
存期間の延長問題、成年後見制度利用促進法によ
る基本計画の推進を要望した。
○９月７日㈭
公明党中野区議団への予算要望に支部長ほか支
部役員と参加し、同様の要望を行った。
○９月８日㈮
都議会民進党と都議会日本共産党への予算要望
を、東京会、公益社団法人東京公共嘱託登記司法
書士協会、公益社団法人成年後見センター・リー
ガルサポート東京支部、東京青年司法書士協議会
と共に行った。熱心に要望を聞いてくれたことに
感謝したい。
なお、私の幹事長就任前だが、 8 月 3 日㈭に
は、都民ファーストの会、公明党、自民党への同
様の予算要望を行った。
○９月22日㈮
東京会の支部長会を傍聴した。最後に挨拶の時
間をもらい、大会の御礼と当政治連盟の活動報告
をした。私の支部長時代と違い、資料は紙ではな
く一人 1台のパソコンの中にあり、アナログ人間
の私にとっては驚きであった。
○９月25日㈪
安保法制に反対する司法書士の会主催の憲法講
演会に出席した。憲法改正についてはいろいろな
意見があるが、私は憲法 9条の大切さを感じた。
○９月28日㈭
東京都選挙管理委員会に出納責任者の変更と事

幹事長はこう動いた！連
載 幹事長　鎌　田　克　一 第29回
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務所の住居表示実施に伴う変更届を出した。
○10月２日㈪
当政治連盟の役員会を開催した。 9月28日㈭、

臨時国会冒頭に衆議院が解散されたことを踏まえ
て、衆議院議員選挙の推薦候補の審議を行い、19
名の推薦を決めた（のちに 1名追加して20名とな
った）。
幹事長就任早々に、大きな仕事が舞い込んでし

まった。やることは一つだ。
○10月６日㈮
井上信治衆議院議員候補、松本文明衆議院議員

候補の推薦状を事務所に届けた。どちらの候補も
不在であったが、選挙区が一部変更となったた
め、新しい選挙区域を飛び回っているとのことで
あった。今回の選挙の難しさを実感した。
○10月10日㈫
衆議院議員選挙の公示がなされ、選挙がスター

トした。当政治連盟役員全員が各候補の出陣式や
第一声街頭演説に走り回り、私も、地元の松本文
明衆議院議員候補のもとに駆け付けた。

○10月22日㈰
衆議院議員選挙の開票日。テレビの前に釘付け
となり、開票結果を見守った。当政治連盟推薦議
員のうち残念ながら 1名落選となったが、19名が
当選した。今後のお付き合いが楽しみである。
○10月30日㈪
高木陽介衆議院議員のパーティーに参加した。
久しぶりの参加であったが、臼井伸介昭島市長を
はじめ、各自治体の議会の長も参加していた。参
加者と名刺交換をし、空き家問題、除住民票等の
保存期間延長問題などについて有意義な意見交換
ができた。
○10月31日㈫
定時大会後、初の総務会を開催した。定時大会
で新しく選任された総務が多数参加し、盛り上が
った議論がなされ、また、総務会長・副総務会
長、地区支部長の選任がなされた。今後が楽しみ
である。

東京司法書士政治連盟活動日誌
平成29年
5月 2日㈫ 役員会
5月 8日㈪ 大口善徳衆議院議員訪問
5月 9日㈫ 公嘱協会新宿地区総会、水月会
5月10日㈬ 公明党フォーラム、公嘱協会台東地区

ほか合同地区総会
5月11日㈭ 自民党本部訪問─所有者不明土地問

題、公嘱協会北・荒川支部総会
5月12日㈮ 小磯善彦都議会議員都政報告会
5月15日㈪ 長島昭久衆議院議員昼食勉強会
5月16日㈫ 三多摩支会定時総会、東京会入会式
5月17日㈬ 豊島区都市整備部長等・高橋佳代子区

議会議員意見交換
5月18日㈭ 荒川区住民戸籍課長懇親会
5月19日㈮ 公嘱協会板橋地区・府中地区総会、公

明党フォーラム調布、鈴木きんじ都議
会議員候補総決起大会

5月20日㈯ 東京会総会

5月22日㈪ 公嘱協会杉並地区総会、大口善徳衆議
院議員訪問

5月23日㈫ 支部長会、保坂展人世田谷区長訪問、
吉原修都議会議員都政報告会、清和政
策研究会

5月24日㈬ LS東京支部総会、政策・法規委員会
5月27日㈯ 東京会拡大理事会、小山くにひこ都議

会議員候補後援会
5月28日㈰ 荒木ちはる都議会議員候補事務所開き
5月29日㈪ 下村博文衆議院議員パーティー
5月30日㈫ 次年度打合せ
5月31日㈬ 世田谷区防災街づくり、広報委員会
6月 1日㈭ 秋田一郎都議会議員候補・小磯善彦都

議会議員候補決起集会
6月 2日㈮ 未来の会役員会
6月 3日㈯ 関東ブロック総会、北区自民党街頭演

説会
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6月 4日㈰ 荒川区公明党駅前街頭演説会、崎山ち
しょう都議会議員候補街頭演説会

6月 5日㈪ 会計監査会
6月 6日㈫ 公明党新宿区議団打合せ、役員会
6月 7日㈬ 公明党フォーラム豊島
6月 8日㈭ 議会・選対委員会
6月 9日㈮ 公嘱協会総会、高木けい衆議院議員懇

談会、北区自民党予算要望
6月10日㈯ 北区自民党演説会
6月11日㈰ 荒木ちはる都議会議員候補集会
6月12日㈪ 大口善徳衆議院議員訪問、秋田一郎都

議会議員候補決起集会、総務会
6月13日㈫ 自民党荒川区議会議員団会議、荒川区

自民党予算要望、大門さちえ都議会議
員候補事務所訪問

6月14日㈬ 田の上いくこ都議会議員候補事務所推
薦状交付、公明党政策要望懇談会、大
松あきら都議会議員候補集会

6月15日㈭ 松原仁衆議院議員国政報告会、三宅し
げき都議会議員候補決起集会

6月16日㈮ 栗林のりこ都議会議員候補事務所開
き、広瀬まき都議会議員候補選対会議

6月17日㈯ 公明党フォーラム荒川
6月18日㈰ 吉原修都議会議員候補選対会議
6月19日㈪ 田島和明都議会議員候補推薦状交付、

自民党各種団体総決起集会
6月20日㈫ 栗林のりこ都議会議員候補・高橋なお

き都議会議員候補・大門さちえ都議会
議員候補事務所訪問、上野和彦都議会
議員候補推薦状交付

6月21日㈬ 大口善徳衆議院議員訪問
6月22日㈭ 堀こうどう都議会議員候補事務所訪

問、大松あきら都議会議員候補事務所
開き、広瀬まき都議会議員候補総決起
大会、東京会入会式

6月24日㈯ LS総会
6月29日㈭ 大会実行委員会
7月 3日㈪ 吉原修都議会議員・田の上いくこ都議

会議員・上野和彦都議会議員ほか当選
挨拶

7月 4日㈫ 土地家屋調査士政治連盟大会、役員会
7月 5日㈬ 与謝野馨先生葬儀
7月 8日㈯ 関東ブロック政治連盟連絡協議会
7月 9日㈰ 吉住健一新宿区長の会総会
7月11日㈫ 議会・選対委員会
7月14日㈮ 金田勝年法務大臣表敬訪問
7月18日㈫ 大会実行委員会

7月19日㈬ 河村建夫議連会長訪問
7月20日㈭ 保岡おきはる衆議院議員訪問、東京会

入会式
7月21日㈮ 支部長会傍聴
7月27日㈭ 新宿区公明党区議団予算要望
7月28日㈮ 東京会理事会傍聴、小山くにひこ都議

会議員都政報告会
8月 1日㈫ 石井啓一国土交通大臣表敬訪問─相続

登記推進要望、新宿区空き家対策有識
者会議、日司連・日司政連協議会

8月 2日㈬ 予算要望 5団体打合せ
8月 3日㈭ 高村正彦自民党副総裁朝食勉強会、都

議会公明党予算要望、都民ファースト
の会予算要望

8月 4日㈮ 大口善徳衆議院議員打合せ、法務省民
事局訪問

8月 8日㈫ 協同組合総代会
8月 9日㈬ 保岡おきはる衆議院議員朝食勉強会、

上川陽子法務大臣表敬訪問、役員会
8月10日㈭ 自民党都議団訪問、会館防災会議打合

せ
8月17日㈭ 高木美智代厚生労働副大臣表敬訪問─

成年後見関連要望
8月18日㈮ 平口洋法務委員長表敬訪問、大会準備

会議
8月19日㈯ 日司政連常任幹部・ブロック代表者合

同会議
8月21日㈪ 豊島区空き家訪問
8月23日㈬ 河合克行衆議院議員訪問
8月24日㈭ 大会来賓との打合せ
8月25日㈮ 日司連空き家・所有者不明土地対策

部、第48回定時大会
8月29日㈫ 北区自民党予算要望
8月30日㈬ 野田聖子総務大臣表敬訪問─相続登記

推進要望、山田美樹衆議院議員国政報
告会、北区公明党予算要望

8月31日㈭ 葉梨康弘法務副大臣表敬訪問、新宿区
危機管理部長打合せ、民進党新宿区議
団・中野区自民党予算要望

9月 4日㈪ 役員会準備会議
9月 5日㈫ 新宿区空き家対策有識者会議、新宿区

危機管理部長・秘書課等打合せ、未来
の会

9月 6日㈬ 世田谷区空き家問題担当者意見交換
会、公明党板橋区予算要望

9月 7日㈭ 山下貴司法務大臣政務官訪問、中野区
自民党予算要望、東京財団所有者不明
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土地問題セミナー
9月 8日㈮ 吉野正芳復興大臣表敬訪問、都議会民

進党・都議会共産党予算要望、担保機
能・資産評価研究会

9月11日㈪ 東京会理事会傍聴
9月12日㈫ 公明党区議団議会質問打合せ
9月14日㈭ 役員会準備会
9月15日㈮ 広報委員会、東京会空き家問題対策委

員会
9月19日㈫ 世田谷区防災街づくり基本計画意見交

換
9月20日㈬ 5団体要望取りまとめ
9月21日㈭ 立川市空き家訪問、新宿区危機管理課

訪問、東京税理士政治連盟大会
9月22日㈮ 自民党都連事務局挨拶・要望書交付、

日司連空き家・所有者不明土地問題対
策部、支部長会傍聴

9月25日㈪ 山下貴司法務大臣政務官政策勉強会、
長島昭久衆議院議員昼食勉強会、安保
法制を考える会

9月27日㈬ 高木けい自民党衆議院議員パーティー
9月28日㈭ 衆議院議員選挙推薦打合せ、小倉將信

衆議院議員講演会会議、東京都選挙管
理委員会会計責任者変更届け

9月29日㈮ 東京 6団体連絡協議会、東京会空き家
問題対策委員会

10月 2日㈪ 役員会
10月 3日㈫ 会館防災訓練、会長・幹事長打合せ
10月 4日㈬ 広報委員会、野中政志東京会会長対

談、山田美樹衆議院議員候補推薦状交
付、太田昭宏衆議院議員候補事務所開
き

10月 5日㈭ 保岡おきはる衆議院議員モーニングセ
ミナー、櫻田義孝衆議院議員候補政策
勉強会、衆議院議員選挙推薦状手配・
交付準備、高木美智代衆議院議員候補
推薦状交付、山田美樹衆議院議員候補
公選ハガキ準備、小倉將信衆議院議員
候補事務所開き

10月 6日㈮ 山田美樹衆議院議員候補・菅直人衆議
院議員候補・鴨下一郞衆議院議員候
補・井上信治衆議院議員候補推薦状交
付

10月 7日㈯ 山田美樹衆議院議員候補選対会議、菅

原一秀衆議院議員候補街頭演説、木原
誠二衆議院議員候補決起集会

10月 8日㈰ 松本洋平衆議院議員候補・平将明衆議
院議員候補・長島昭久衆議院議員候補
街頭演説

10月 9日㈷ 下村博文衆議院議員候補街頭演説、小
倉將信衆議院議員候補決起大会

10月10日㈫ 衆議院議員選挙公示、推薦候補20名全
員の出陣式・事務所訪問

10月11日㈬ 山田美樹衆議院議員候補街頭演説・電
話支援、小倉將信衆議院議員候補選対
会議

10月12日㈭ 石原伸晃衆議院議員候補演説会
10月13日㈮ 山田美樹衆議院議員候補街頭演説、伊

藤達也衆議院議員候補事務所訪問、調
布市空き家対策部門意見交換会

10月15日㈰ 新宿ふれあいフェスタ─空き家問題啓
発活動（新宿区空き家対策部署、池田
裕一自民区議団幹事長、山田美樹衆議
院議員候補、海江田万里衆議院議員候
補など）

10月16日㈪ 吉住健一新宿区長意見交換会、戸塚地
区役員会、平将明衆議院議員候補街頭
演説、山田美樹衆議院議員候補演説会

10月17日㈫ 小倉將信衆議院議員候補街頭演説
10月18日㈬ 山田美樹衆議院議員候補各種団体決起

集会、越智隆雄衆議院議員候補街頭演
説 

10月19日㈭ 石原伸晃衆議院議員候補・下村博文衆
議院議員候補街頭演説

10月20日㈮ 山田美樹衆議院議員候補街頭演説
10月21日㈯ 山田美樹衆議院議員候補・小倉將信衆

議院議員候補街頭演説、最終日自民党
街頭演説（安倍晋三内閣総理大臣応
援）

10月23日㈪ 山田美樹衆議院議員選挙報告会
10月24日㈫ 吉住健一新宿区長意見交換会
10月26日㈭ 東京都空き家対策連絡協議会、広報委

員会
10月27日㈮ 日司連空き家・所有者不明土地問題対

策部
10月29日㈰ 小倉將信衆議院議員選挙報告会
10月30日㈪ 高木陽介衆議院議員パーティー
10月31日㈫ 総務会
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●編集後記●

■衆議院選挙の当日、あいにくの雨で投票会場に
なっている小学校の校庭もぬかるんでいました。
投票所に向かって歩いていると、私の前を、杖を
つき傘をさしておぼつかない足取りで歩いている
80歳はゆうに超えているかと思われる女性を見か
けました。思わず、「大変ですね」と声を掛けま
した。「投票しないと変わらないからね」との返
事。私は投票所になっている校舎に先に着き、そ
の女性にビニール製の傘袋を渡しました。すると
息を苦しそうにしていたので、「大丈夫ですか」
と心配になり言いました。「すいませんね。肺が
んを患い、歩くと息が苦しいので、少し休んでか
ら中に入るので先に行ってください」とのこと。
彼女の選挙にかける思いに唯々感服し、投票所を
あとにしました。 （山﨑）
■私だけかな。
1．吉野家で食事をしている人たちの半数以上
は、変な箸の持ち方をしていると感じているの
は私だけかな。
2．パチンコ店で、トイレで用を足した後、手を
洗わない人が多いと思うのは私だけかな。
3．バーやクラブで、製氷機でつくられた氷を便
所氷と呼ぶのは私だけかな。
4．痛風で、発作が起こる前に予兆があり、ロキ
ソニンを飲んで発作を防ぎ、かつ内臓をアルコ
ール消毒しているのは私だけかな。
5．ビルの中で、どこに喫煙所があるかを感覚的
にわかってしまうのは私だけかな。
6．鮨屋で、「ウチはコース料理しかありません」
と言うお店がさほどうまくないと感じるのは私
だけかな。
7．東京ディズニーランドで、不細工なカップル
ほど被り物をしてイチャイチャしていると思っ
ているのは私だけかな。

8．法務局の新宿出張所と江戸川出張所のトイレ
洗面台の蛇口を見ると、力石徹を思い出してし
まうのは私だけかな。 (髙田）
■先日、区役所の窓口で呼ばれて立ち上がろうと
したら、ビリッと腰が痛くなり固まってしまっ
た。軽いギックリ腰。窓口では、数回受付番号を
呼ばれて、終いには名前を呼ばれ始めたので10ｍ
くらい離れた所から「聞こえてますけど動けない
ですー」と、言う羽目に。数日後、病院で腹筋運
動の方法を習った。まず、膝を立てて仰向けに寝
る。背骨はＳ字なので、腰と床の間に少し隙間が
できる。その隙間に手のひらが下を向くように両
手を入れる。その手を腰で潰すように15秒くらい
お腹に力を入れて押す。これを 1日15回くらいや
る。するとあら不思議。 1週間くらいでズボンの
ベルトの穴が一個ずれてくる。お腹周りが気にな
る方にもお勧めです。 （近藤）
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